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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第２四半期連結
累計期間

第39期
第２四半期連結
累計期間

第38期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（百万円） 4,389 4,650 9,497

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
△135 192 42

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（百万円）
△341 204 △339

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△341 205 △339

純資産額（百万円） 3,900 4,108 3,901

総資産額（百万円） 5,778 6,099 5,738

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期（当期）純損失金額（△）

（円）

△38.49 23.10 △38.31

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 67.4 67.3 67.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー（百万円）
△264 290 280

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー（百万円）
149 △213 220

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー（百万円）
7 △5 4

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
1,872 2,557 2,485
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回次
第38期

第２四半期連結
会計期間

第39期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（円）
2.42 33.60

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ）は含んでおりません。

３．第38期第２四半期連結累計期間及び第38期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第39期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

５．第38期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。 

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社は平成23年４月１日付でガバナンス及び株式関係に関する事業を除くすべ

ての事業を４つの事業会社（新設分割設立会社３社、吸収分割承継会社１社）に移管承継し、その他の既存子会社を含

む持株会社制に移行しております。 

　新設分割に関してはＺｅｅＭ事業のトヨタビジネス推進室、プロダクト事業部、マーケティング統括部、関西システム

事業の関西システム事業部及び管理本部（ガバナンス及び株式関係に関する事業を除く。）を新設分割により設立され

る株式会社クレオマーケティングに、システム開発事業のシステム開発事業部、ソリューション事業部及びモバイル事

業のモバイル事業部を新設分割により設立される株式会社クレオソリューションに、コンシューマ事業の筆まめサービ

ス事業部を新設分割により設立される株式会社筆まめにそれぞれ承継いたしました。

　吸収分割に関してはＺｅｅＭ事業のＩＣＴサービス事業部を既存子会社の株式会社クレオネットワークスへ承継いた

しました。（株式会社クレオスマイルは平成23年１月18日に商号を株式会社クレオネットワークスに変更しておりま

す。）

　

　なお、当社グループは、平成23年４月１日付の会社分割により、下記の形にセグメントを変更しております。

セグメント名称
（セグメントに該当する子会社）

主要な事業の内容

（会社分割前の事業および組織名称）

　
　
クレオマーケティング事業
（株式会社クレオマーケティング）
　
　

ZeeM/CBMS製品等の基幹系・情報系業務ソリューションから、組み込み系
ソフトウェアまで、トータルICTソリューションの開発・提供
（ZeeM事業／トヨタビジネス推進室・プロダクト事業部・マーケティング統括部

　関西事業／関西システム事業部

　管理本部／管理本部　※ガバナンス及び株式関係に関する事業を除く）

　
クレオソリューション事業
（株式会社クレオソリューション）
　

システムやネットワークの構築から、各種業務アプリケーションの開発
（システム開発事業／システム開発事業部・ソリューション事業部

　モバイル事業／モバイル事業部）

　
筆まめ事業
（株式会社筆まめ）
　

はがき・住所録ソフト「筆まめ」をはじめとしたソフトウェア製品の
企画・開発・販売
（コンシューマサービス事業／筆まめサービス事業部）

　
クレオネットワークス事業
（株式会社クレオネットワークス）
　

ICT基盤サービスプラットフォームとWebToPrintプラットフォームの提供
（株式会社クレオネットワークス

　ZeeM事業／ICTサービス事業部）

　
クリエイトラボ事業
（株式会社クリエイトラボ
　株式会社ヒューマン・ネットワーク）
　

ヘルプデスクを中心としたサポート＆サービス及び教育の受託
（株式会社クリエイトラボ、株式会社ヒューマン・ネットワーク）
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあるなかで、

景気の持ち直し傾向が期待されるものの、電力供給の制約や原子力災害の影響に加え、回復力の弱まっている海外景気

の影響もあり、厳しい状況が続きました。

　当業界におきましても、震災による顧客の情報化投資の縮小、延期等、設備投資を抑制する動きに下げ止まりは見える

ものの、受注環境は引続き厳しい状況下にあります。

　このような状況の中、当社グループはスピード感を持った経営体制に変更する為、平成23年４月１日付で当社は持株

会社となり、ガバナンス及び株式関係に関する事業を除くすべての事業を４つの事業会社（新設分割設立会社３社、吸

収分割承継会社１社）に移管承継し、既存子会社２社（子会社の子会社を含む）を含む６社にて当社グループの新体

制を発足させております。

　以上の結果、売上高は、46億50百万円（前年同四半期比5.9％増）、営業利益は、１億87百万円（前年同四半期は営業損

失１億48百万円）、経常利益は、１億92百万円（前年同四半期は経常損失１億35百万円）、四半期純利益は、２億４百万

円（前年同四半期は四半期純損失３億41百万円）となりました。

　

　セグメント別の状況は以下のとおりです。

　なお、当社グループは、平成23年４月１日付の会社分割により、下記の形にセグメントを変更しております。

　

セグメント名称
（セグメントに該当する子会社）

主要な事業の内容

（会社分割前の事業および組織名称）

　
　
クレオマーケティング事業
（株式会社クレオマーケティング）
　
　

ZeeM/CBMS製品等の基幹系・情報系業務ソリューションから、組み込み系
ソフトウェアまで、トータルICTソリューションの開発・提供
（ZeeM事業／トヨタビジネス推進室・プロダクト事業部・マーケティング統括部

　関西事業／関西システム事業部

　管理本部／管理本部　※ガバナンス及び株式関係に関する事業を除く）

　
クレオソリューション事業
（株式会社クレオソリューション）
　

システムやネットワークの構築から、各種業務アプリケーションの開発
（システム開発事業／システム開発事業部・ソリューション事業部

　モバイル事業／モバイル事業部）

　
筆まめ事業
（株式会社筆まめ）
　

はがき・住所録ソフト「筆まめ」をはじめとしたソフトウェア製品の
企画・開発・販売
（コンシューマサービス事業／筆まめサービス事業部）

　
クレオネットワークス事業
（株式会社クレオネットワークス）
　

ICT基盤サービスプラットフォームとWebToPrintプラットフォームの提供
（株式会社クレオネットワークス

　ZeeM事業／ICTサービス事業部）

　
クリエイトラボ事業
（株式会社クリエイトラボ
　株式会社ヒューマン・ネットワーク）
　

ヘルプデスクを中心としたサポート＆サービス及び教育の受託
（株式会社クリエイトラボ、株式会社ヒューマン・ネットワーク）
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　クレオマーケティング事業については、前期より引き続き「人事給与」「会計」「人材開発」「就業管理」製品の新

規顧客開拓および品質強化による不採算プロジェクト防止に努めたことにより、前年同四半期より売上については微

増、利益については大幅に改善いたしました。

　その結果、売上高は10億52百万円（前年同四半期比0.9％増）、営業利益60百万円（前年同四半期は営業損失１億94百

万円）となりました。

　

　クレオソリューション事業については、厳しい市況環境の中、既存顧客との関係強化ならびにプロジェクト管理強化

による不採算プロジェクト防止を徹底した結果、前年同四半期より売上増、利益ともに改善いたしました。。

　その結果、売上高は15億38百万円（前年同四半期比8.6％増）、営業利益65百万円（前年同四半期は営業損失4百万

円）となりました。

　

　筆まめ事業については、平成23年９月に発売した発売した毛筆ソフト「筆まめVer.22」を中心に出荷をいたしました

が、売上・利益共に東日本大震災の影響による買い控えの影響で前年同四半期を下回りました。

　その結果、売上高は６億72百万円（前年同四半期比2.2％減）、営業利益１億23百万円（前年同四半期比45.2％減）と

なりました。

　

　クレオネットワークス事業については、平成23年８月に新ブランドとして発表したビジネス基盤サービス

「SmartStage」を中心に展開した結果、前年同四半期に比べ、売上は増加いたしましたが、利益に関しては受託請負案

件にて不採算プロジェクトが発生した結果、損失額減少となりました。

　その結果、売上高は２億16百万円（前年同四半期比7.2％増）、営業損失56百万円（前年同四半期は営業損失73百万

円）となりました。

　

　クリエイトラボ事業については、厳しい市況環境に適応するべく、情報収集と営業活動を強化し商談数増加や受注確

度向上に努めた結果、前年同四半期に比べ売上・利益ともに増加いたしました。

　その結果、売上高は11億70百万円（前年同四半期比12.5％増）、営業利益40百万円（前年同四半期比28.6％増）とな

りました。

　

（2）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の流動資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、４億98百万円の増加となりまし

た。

　これは主として受取手形及び売掛金並びに仕掛品の増加によるものです。

固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、１億37百万円の減少となりました。

　これは主として差入保証金の減少によるものであります。

流動負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、１億81百万円の増加となりました。

　これは主として賞与引当金の増加によるものです。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、２億７百万円の増加となりました。

　これは主として四半期純利益の計上によるものです。

　

（3）キャッシュ・フローの状況

 当社グループの資金状況は、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高が25億57百万円となり、前連

結会計年度末と比較して71百万円の増加となりました。

当第２四半期連結累計期間における「営業活動によるキャッシュ・フロー」は２億90百万円の収入（前年同四半期

は２億64百万円の支出）となりました。主な要因は、税金等調整前四半期純利益の増加によるものであります。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は２億13百万円の支出（前年同四半期は１億49百万円の収入）となりまし

た。主な要因は、定期預金の払戻による収入の減少によるものであります。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は５百万円の支出（前年同四半期は７百万円の収入）となりました。主な要

因は、長期借入れによる収入の減少によるものであります。
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（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,237,319 9,237,319

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 9,237,319 9,237,319 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式　
総数増減数
（株）

発行済株式　
総数残高　　
　　（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金　
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
 （百万円）

　平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 9,237,319 － 3,149 － －
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 ヤフー㈱  東京都港区赤坂９丁目７番１号 3,500 37.88

 クレオ従業員持株会  東京都港区高輪３丁目１９番２２号 304 3.29

 川畑種恭  東京都三鷹市 230 2.48

 富士通㈱
 神奈川県川崎市中原区上小田中

 ４丁目１番１号
184 2.00

 竹田和平  愛知県名古屋市天白区 140 1.51

 江本英雄  兵庫県芦屋市 125 1.35

 加賀美忍  東京都世田谷区 120 1.29

 津川貴史  大阪府吹田市 108 1.16

 椎名博  福島県いわき市 101 1.09

 明治安田生命保険相互会社

 （常任代理人 資産管理サービス

　　　　　　信託銀行株式会社）

 東京都中央区晴海１丁目８番１２号

 晴海アイランドトリトンスクエアー

 オフィスタワーＺ棟

100 1.08

 日本生命保険相互会社  東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 100 1.08

計 － 5,013 54.27

　（注）　上記のほか、自己株式が 375,132株あります。
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（７）【議決権の状況】

 　　①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　375,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　8,771,000 8,771 －

単元未満株式 普通株式　 　　91,319 － －

発行済株式総数              9,237,319 － －

総株主の議決権 － 8,771 －

 

  　　②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社クレオ
東京都港区

高輪三丁目19番22号
375,000－ 375,000 4.06

計 － 375,000－ 375,000 4.06

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人ナカチによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,495 2,567

受取手形及び売掛金 1,921 2,086

商品及び製品 27 30

仕掛品 232 352

その他 179 316

貸倒引当金 △4 △3

流動資産合計 4,852 5,351

固定資産

有形固定資産 154 151

無形固定資産

のれん 48 24

その他 355 329

無形固定資産合計 403 354

投資その他の資産 ※2
 327 242

固定資産合計 885 748

資産合計 5,738 6,099

負債の部

流動負債

買掛金 310 348

短期借入金 29 29

未払法人税等 30 107

賞与引当金 246 416

返品調整引当金 80 163

資産除去債務 65 －

その他 963 844

流動負債合計 1,727 1,908

固定負債

長期借入金 5 0

退職給付引当金 5 3

未払役員退職慰労金 33 33

資産除去債務 51 33

その他 14 10

固定負債合計 109 82

負債合計 1,836 1,990
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,149 3,149

資本剰余金 1,428 743

利益剰余金 △557 331

自己株式 △122 △122

株主資本合計 3,897 4,101

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 0 △0

その他の包括利益累計額合計 0 △0

少数株主持分 4 6

純資産合計 3,901 4,108

負債純資産合計 5,738 6,099
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 4,389 4,650

売上原価 3,377 3,417

売上総利益 1,012 1,233

販売費及び一般管理費 ※
 1,160

※
 1,045

営業利益又は営業損失（△） △148 187

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

受取保険金 － 3

助成金収入 7 －

その他 5 4

営業外収益合計 14 8

営業外費用

支払利息 1 0

その他 0 2

営業外費用合計 1 3

経常利益又は経常損失（△） △135 192

特別利益

貸倒引当金戻入額 0 －

移転補償金 － 150

その他 － 9

特別利益合計 0 159

特別損失

退職特別加算金 130 －

ソフトウェア臨時償却費 － 40

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 38 －

その他 18 12

特別損失合計 186 53

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△322 298

法人税、住民税及び事業税 10 98

法人税等調整額 8 △5

法人税等合計 19 93

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△341 205

少数株主利益 0 0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △341 204
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△341 205

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 △0

その他の包括利益合計 △0 △0

四半期包括利益 △341 205

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △341 204

少数株主に係る四半期包括利益 0 0
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△322 298

減価償却費 137 152

ソフトウェア臨時償却費 － 40

のれん償却額 24 24

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） △25 169

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △4

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △11 △1

返品調整引当金の増減額（△は減少） 116 83

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 1 0

有形固定資産除却損 0 0

投資有価証券売却損益（△は益） 0 －

投資有価証券評価損益（△は益） 1 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 38 －

売上債権の増減額（△は増加） △334 △164

たな卸資産の増減額（△は増加） △61 △123

仕入債務の増減額（△は減少） 118 37

未払金の増減額（△は減少） 32 △131

その他 32 △67

小計 △252 312

利息及び配当金の受取額 1 0

利息の支払額 △1 △0

法人税等の支払額 △11 △21

営業活動によるキャッシュ・フロー △264 290

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1 △89

有形固定資産の除却による支出 － △60

無形固定資産の取得による支出 △139 △147

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 0 －

定期預金の預入による支出 △10 △10

定期預金の払戻による収入 300 10

差入保証金の差入による支出 － △61

差入保証金の回収による収入 0 144

保険積立金の解約による収入 － 0

その他 △0 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 149 △213
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 40 20

短期借入金の返済による支出 △45 △20

長期借入れによる収入 20 －

長期借入金の返済による支出 △5 △4

自己株式の取得による支出 △0 △0

リース債務の返済による支出 △2 △2

少数株主からの払込みによる収入 － 2

財務活動によるキャッシュ・フロー 7 △5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △108 71

現金及び現金同等物の期首残高 1,980 2,485

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,872

※
 2,557
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

第１四半期連結会計期間より、株式会社クレオマーケティング、株式会社クレオソリューション及び株式会社筆まめは

平成23年４月１日に株式会社クレオの持株会社体制による新設分割設立会社のため、連結の範囲に含めております。　　

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

１．当社においては運転資金の効率的な調達を行なう為

取引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。こ

れらの契約に基づく当連結会計期間末の借入金未実行

残高は次のとおりであります

１．当社においては運転資金の効率的な調達を行なう為

取引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。こ

れらの契約に基づく当第２四半期連結会計期間末の借

入金未実行残高は次のとおりであります

当座貸越極度額の総額 500百万円

借入金実行残高 　　―百万円

差引 500百万円

当座貸越極度額の総額 500百万円

借入金実行残高 　―百万円

差引 500百万円

※２．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ──────

投資その他の資産 0百万円 　

　
（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

販売促進費 42百万円

広告宣伝費 40

給与手当及び賞与 461

退職給付費用 17

賞与引当金繰入額 48

販売促進費 41百万円

広告宣伝費 76

給与手当及び賞与 310

退職給付費用 13

賞与引当金繰入額 61

　
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　　（平成22年９月30日現在）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　　（平成23年９月30日現在）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）

現金及び預金勘定 2,112

預入期間が３か月を超える定期預金 △240

現金及び現金同等物 1,872

 

現金及び預金勘定 2,567

預入期間が３か月を超える定期預金 △10

現金及び現金同等物 2,557
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当に関する事項　

　該当事項はありません。
　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項　

　該当事項はありません。
　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　
システム
開発事業

ＺｅｅＭ
事業

コンシューマ

事　　業

モバイル
事業

サ ポ ー
ト＆サー
ビス事業

合計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,569 999 687 92 1,040 4,389

セグメント間の内部売上

高又は振替高
29 18 － － 183 231

計 1,598 1,017 687 92 1,224 4,620

セグメント利益又は損失（△) 26 △77 225 △26 31 179

　　

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　 　（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 179

セグメント間取引消去 △24

全社費用（注） △303

四半期連結損益計算書の営業損失　 △148

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　

　

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　該当事項はありません。

　　（のれんの金額の重要な変動）

　　　該当事項はありません。

　　（重要な負ののれん発生益）

　　　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　
クレオ

マーケティング

事業

クレオ

ソリューション

事業

筆まめ

事業

クレオ

ネットワークス

事業

クリエイトラボ

事業
合計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,052 1,538 672 216 1,170 4,650

セグメント間の内部売上高

又は振替高
81 7 0 83 250 421

計 1,133 1,545 672 299 1,421 5,072

セグメント利益又は損失(△) 60 65 123 △56 40 232

　

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 232

セグメント間取引消去 △50

全社費用及び利益（注） 4

四半期連結損益計算書の営業利益 187

　　（注）全社費用及び利益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費や経営指導料収入等であります。

　３．事業区分の変更

　　事業区分については、平成23年４月１日付の会社分割により、下記の形を変更しております。 　

セグメント名称
（セグメントに該当する子会社）

主要な事業の内容

（会社分割前の事業および組織名称）

　
　
クレオマーケティング事業
（株式会社クレオマーケティング）
　
　

ZeeM/CBMS製品等の基幹系・情報系業務ソリューションから、組み込み系
ソフトウェアまで、トータルICTソリューションの開発・提供
（ZeeM事業／トヨタビジネス推進室・プロダクト事業部・マーケティング統括部

　関西事業／関西システム事業部

　管理本部／管理本部　※ガバナンス及び株式関係に関する事業を除く）

　
クレオソリューション事業
（株式会社クレオソリューション）
　

システムやネットワークの構築から、各種業務アプリケーションの開発
（システム開発事業／システム開発事業部・ソリューション事業部

　モバイル事業／モバイル事業部）

　
筆まめ事業
（株式会社筆まめ）
　

はがき・住所録ソフト「筆まめ」をはじめとしたソフトウェア製品の
企画・開発・販売
（コンシューマサービス事業／筆まめサービス事業部）

　
クレオネットワークス事業
（株式会社クレオネットワークス）
　

ICT基盤サービスプラットフォームとWebToPrintプラットフォームの提供
（株式会社クレオネットワークス

　ZeeM事業／ICTサービス事業部）

　
クリエイトラボ事業
（株式会社クリエイトラボ
　株式会社ヒューマン・ネットワーク）
　

ヘルプデスクを中心としたサポート＆サービス及び教育の受託
（株式会社クリエイトラボ、株式会社ヒューマン・ネットワーク）
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　なお、当第２四半期連結累計期間と同じ事業区分によった場合の前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は

以下の通りとなります。　

　

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）

　 （単位：百万円）

　
クレオ

マーケティング

事業

クレオ

ソリューション

事業

筆まめ

事業

クレオ

ネットワークス

事業

クリエイトラボ

事業
合計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,042 1,416 687 201 1,040 4,389

セグメント間の内部売上高

又は振替高
16 29 － 71 183 301

計 1,059 1,445 687 273 1,224 4,691

セグメント利益又は損失(△) △194 △4 225 △73 31 △16

　

報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 △16

セグメント間取引消去 △23

全社費用（注） △108

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △148

　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

　４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　該当事項はありません。

　　（のれんの金額の重要な変動）

　　　該当事項はありません。

　　（重要な負ののれん発生益）

　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額 △38円49銭 23円10銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）
△341 204

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（百万円）
△341 204

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,865 8,863

（注）１．前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年11月10日

株式会社クレオ

取締役会　御中
 

監査法人ナカチ

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 安藤　算浩　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 平田　　卓　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クレオの

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クレオ及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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